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甲“い器且唖殿張塔

1 ,自然を尼いせつにし､美しいまちをつくりましょう

1 きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

1 礼儀を正しくし､うる詞,”る識ﾌくりましょう

1 元気で|動き､豊かなまちをつくりましょう
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鶴

な
田は、地元の落合悟さんが開放。子供た

ちは、上手な田植えのしかたや、秋の収穫

までの話を熱心に聞きいっていました。

同少年団では、秋の刈り取り作業を予定

し､全員で新米を味わうことになっています。

島名スポーツ少年団島名中央チームのメン

バー32人と、父母7人が田植えをしました。

このスポーツ少年団は、小学3年から6

年生を対象とする地域結成の少年野球チー

ムです。 日ご､ろ野球で鍛えられているので、
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振興部会長

佐藤敏雄

烏名

(選 挙）

会 長

下山田一郎

下手綱

(選任＝議会）

会長代理

柴田正巳
石滝

(選 挙）

振興副部会長

鈴木 栄

赤浜

(選 挙）

会長代理

菊地茂明

中戸川

(選 挙）
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任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員
の
一
般
選
挙
は
、
四
月
十
日
に
告
示
さ
》

一
れ
、
四
月
二
十
日
、
市
内
七
か
所
の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
、
十
六
人
の
公
や

一
選
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
農
協
椎
せ
ん
委
員
一
人
と
、
議
会
推
せ
ん
委
員
五
人
が
市
長
か
ら
一

一
選
任
さ
れ
、
今
後
、
三
年
間
農
業
者
の
代
表
と
し
て
、
市
の
農
業
行
政
の
中
心
《

》
的
役
割
を
果
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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宗司

山

挙）

松本 基

下君田

(選 挙）

下山田

秋

（選

十
岬
へ
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イ
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‐

ヨ
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吉
貢
Ｆ
ｉ

《
） (選 挙）

大部昭雄

秋山

(選 挙）
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号
戸
挙

安島松夫

安良川

(選 挙）

作山 傅

上手綱

(選任＝農協）

福
高
躍

譲鰯
驚

鳶
鷺

大高一雄

安良川

(選任＝議会）

大高兵蔵

上手綱

(選 挙）

佐川安応

大能

選任＝議会）

寺岡七郎

肥前町

(選任＝議会）
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馨佐川斉藤勝美

下手綱

(選 挙）

神代哲男

上手綱

(選 挙）

鈴木好之

島名

(選任＝議会）

坂本

秋

（選

孝太郎

山

挙）

上君田

(選 挙

農
業
委
員
会
は
、
農
業
、
農
業
者
の

利
益
代
表
機
関
と
し
て
、
農
業
構
造
政

策
の
積
極
的
な
推
進
を
図
り
な
が
ら
、

次
の
よ
う
な
業
務
を
行
い
ま
す
。

○
農
地
な
ど
の
利
用
関
係
の
調
整
、

お
よ
び
自
作
農
創
設
維
持

○
農
地
な
ど
の
交
換
分
合

○
農
地
な
ど
の
利
用
関
係
の
あ
っ
せ

ん
お
よ
び
争
議
の
防
止

○
農
業
振
興
計
画
の
樹
立
お
よ
び
実

施
の
推
進

○
農
業
経
営
の
合
理
化
お
よ
び
農
民

生
活
の
改
善

○
行
政
庁
に
対
す
る
建
議
お
よ
び
諮

問
に
対
す
る
答
申

○
農
地
流
動
化
の
促
進

以
上
が
法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
る
主

な
業
務
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
農
業
者
年

金
業
務
や
、
最
近
の
農
村
事
情
を
ふ
ま

え
た
な
か
で
、
農
業
後
継
者
対
策
事
業

を
取
り
上
げ
、
結
婚
相
談
貝
制
度
に
よ

る
後
継
者
の
育
成
確
保
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
地
三
法
の
適
正
連
用
に
よ

る
農
地
の
移
動
集
積
を
図
り
な
か
ら

土
地
と
人
の
対
策
を
具
体
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

農業委員会の

仕事は
と

撰
後継者

-結婚ホ
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〃
救
育
マ
マ
〃
の
対
句
（
つ
い
く
）

の
よ
う
に
、
岐
近
は
〃
キ
ッ
チ
ン
・
パ

パ
〃
と
い
う
呼
び
方
を
、
新
聞
、
雑
誌

な
ど
で
よ
く
目
に
し
ま
す
。
男
性
の
た

め
の
料
理
教
室
が
開
か
れ
、
そ
れ
か
す

ぐ
定
貝
い
つ
ぱ
い
に
な
る
と
い
う
人
気

ぶ
り
。
妊
産
婦
の
た
め
の
育
児
講
習
会

に
は
「
ご
主
人
も
ぜ
ひ
ご
い
っ
し
ょ
に

出
席
を
」
と
、
案
内
状
に
書
き
添
え
ら

れ
た
り
…
…
。

こ
う
し
た
話
迦
を
耳
に
Ｌ
目
に
す
る

吉
田
秀
吉
さ
ん
（
七
十
四
歳
）
Ⅱ
高

戸
二
○
五
Ⅱ
は
、
地
方
自
治
の
伸
展
と

市
政
の
向
上
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の

功
績
に
よ
り
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
け
ま

し
た
。

G

地
方
自
治
発
展
に
尽
力

涛
領
龍

の
勲四等瑞宝章の

吉田秀吉さん

I

め
吉
田
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年
四
月

松
岡
町
議
会
に
当
選
以
来
、
現
在
の
市

議
会
議
員
に
至
る
三
十
年
余
に
わ
た
り

豊
か
な
政
泊
経
験
と
、
卓
越
し
た
激
兄

怖
熱
、
実
行
力
を
も
っ
て
議
会
柄
勤
に

日
夜
横
極
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
間
、
議
長
五
期
、
建
設
委
員
長

五
期
、
総
務
委
員
長
一
期
な
ど
の
重
責

を
歴
任
、
市
政
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
九
年
の
町
村
合
併
に
は
、

日
夜
奔
走
さ
れ
、
市
制
の
実
現
に
努
力
。

市
の
誕
生
と
同
時
に
、
小
・
中
学
校
の

統
廃
合
の
問
題
な
ど
に
取
り
組
ま
凡
、

と
、
家
庭
に
お
け
る
男
性
の
役
割
が
次

第
に
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
感
じ

ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
白
書
は
「
家
庭

観
」
の
変
化
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な

指
迪
を
し
て
い
ま
す
。

夫
は
外
で
例
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る

と
い
う
「
夫
婦
役
割
分
担
型
」
の
考
え
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で
異
な
る
役
割
を
担
う
と
い
う
考
え
方

に
否
定
的
な
人
が
多
く
、
賛
成
と
答
、
夏

た
人
は
わ
ず
か
二
割
以
下
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
に
家
庭
観
が
変
わ
っ
て
き

た
背
景
に
は
、
職
業
人
と
し
て
、
立
し

よ
う
と
す
る
女
性
が
恥
え
て
き
た
こ
と

東
小
学
校
の
建
設
に
尽
力
、
救
育
行
政

の
進
腱
に
も
尽
く
さ
れ
た
。

さ
ら
に
東
西
に
二
分
さ
れ
た
市
街
地

を
一
つ
に
結
ぶ
陸
橋
建
設
の
実
現
の
た

め
県
、
国
鉄
、
建
設
省
な
ど
に
積
極
的

に
働
き
か
け
早
期
完
成
を
み
る
こ
と
力争も

で
き
た
。

ま
た
、
「
花
貰
ダ
ム
」
を
実
現
さ
せ

上
水
道
の
普
及
と
工
業
用
水
の
確
保
は
、

松
久
保
、
手
綱
工
業
団
地
造
成
へ
と
向

け
ら
れ
、
新
し
い
工
業
郁
巾
へ
の
堆
礎

つ
く
り
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
た
。

広
域
行
政
で
は
、
十
王
町
と
の
訓
悠

を
図
り
な
が
ら
「
花
貫
衛
生
セ
ン
タ
ー
」

の
実
現
に
も
尽
力
さ
れ
た
。

現
在
は
、
住
宅
公
社
副
理
事
長
、
総

合
振
興
審
議
会
会
長
、
都
市
計
画
審
議

会
会
長
な
ど
の
公
職
も
雑
ね
、
巾
の
発

展
の
た
め
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

〃
に
つ
い
て
、
十
年
前
に
は
、
男
性
・

女
性
と
も
に
約
半
数
の
人
が
賛
成
と
答

え
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
、
約
三
割

と
大
き
く
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
大
学
卒
の
女
性
や
勤
め

に
出
て
い
る
女
性
に
は
、
夫
婦
が
家
庭

か
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
結
婚
は
、
〃
永

云
Ｌ

久
就
職
〃
で
、
会
社
勤
め
は
そ
れ
ま
で
》
Ｌ

の
一
時
待
機
、
あ
る
い
は
人
生
経
験
の
つに

一
つ
で
あ
る
、
と
考
え
る
女
性
が
減
っ
方

て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
半
面
、
結
婚
、
え名

出
産
を
機
会
に
仕
事
を
や
め
て
主
婦
業
う

に
専
念
す
る
の
で
な
く
、
職
業
を
一
生
部
一

の
も
の
と
し
て
考
え
る
女
性
が
多
く
な
る

っ
て
き
て
い
ま
す
。
義

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
男
は
仕
事
、
壼

女
は
家
庭
’
し
｜
い
《
美
婦
恩
割
妙
蓉‘訳

担
が
理
想
的
だ
と
す
る
考
え
方
は
後
退
詞

し
、
「
女
性
も
一
職
業
人
と
し
て
外
で
化
き

働
き
、
家
庭
は
夫
と
と
も
に
築
く
と
い
変
働

う
夫
婦
共
同
型
の
家
庭
組
」
が
新
た
に
釦
痙

生
ま
れ
つ
つ
あ
る
、
と
、
書
は
述
べ
て
雫
却

い
士
よ
手
９
．

と
く
に
、
子
供
に
対
す
る
情
熱
が
う

秋
山
俊
子
さ
ん
（
七
十
歳
）
Ⅱ
秋
山
か
が
え
、
全
身
不
随
の
子
を
預
か
る
な

七
一
二
Ⅱ
は
、
禍
祉
の
厚
生
、
援
護
に
ど
、
不
幸
な
子
供
達
へ
の
憐
燗
の
情
と

献
身
的
に
努
力
、
貢
献
さ
れ
、
そ
の
功
績
子
供
を
い
つ
く
し
む
情
愛
で
、
児
童
桶

に
よ
り
、
勲
六
等
宝
冠
章
を
受
け
ま
し
た
。
祉
の
た
め
の
更
生
、
擬
謹
に
献
身
的
に

秋
山
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三
年
十
二
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

月
か
ら
二
十
五
年
十
一
月
と
、
昭
和
三
昭
和
四
十
年
三
月
に
日
立
乳
児
院
の

十
四
年
十
二
月
か
ら
四
十
六
年
十
一
月
院
長
と
な
り
、
翌
月
の
四
月
一
日
同
仁

ま
で
の
十
四
年
の
永
き
に
わ
た
り
県
の
会
乳
児
院
と
名
称
を
改
名
。
そ
し
て
、

民
生
・
児
童
委
員
と
な
り
、
社
会
福
祉
昭
和
五
十
一
年
四
月
か
ら
、
現
在
の
市

に
貢
献
さ
れ
た
。
内
秋
山
に
建
設
さ
れ
た
日
立
乳
児
院
の

そ
の
か
た
わ
ら
、
児
童
問
題
に
取
り
組
院
長
と
し
て
活
蹄
さ
れ
て
い
る
。

福
祉
事
業
に
貢
献

ー
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勲六等宝冠章の

秋山俊子さん

ま
れ
、
昭
和
二
十
五
年
七
月
一
日
認
可

施
設
の
恩
賜
財
団
茨
城
県
同
胞
援
護
会

日
立
支
会
乳
児
慨
り
所
に
勤
め
、
二
十

七
年
一
月
所
長
代
理
と
な
る
。

ま
た
、
施
設
を
独
立
法
人
に
す
る
た

め
積
極
的
に
努
力
さ
れ
、
同
年
二
月
に

日
立
乳
児
院
と
名
称
が
改
め
ら
れ
た
。

と
く
に
、
子
供
に
対
す
る
情
熱
が
う

か
が
え
、
全
身
不
随
の
子
を
預
か
る
な

ど
、
不
幸
な
子
供
達
へ
の
憐
燗
の
情
と

子
供
を
い
つ
く
し
む
情
愛
で
、
児
童
桶

祉
の
た
め
の
更
生
、
擬
謹
に
献
身
的
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
年
三
月
に
日
立
乳
児
院
の

院
長
と
な
り
、
翌
月
の
四
月
一
日
同
仁

会
乳
児
淀
と
名
称
を
旋
名
『
》
そ
一
て
、

あなたはと．う思います力
単位：％）

性吹子大卒者|女子勤労者
5# !7 1 ;4｢Irrn

や~区立禺性女 性吹子大卒者|女子勤労者
項目"査里‘『 | ;'"'# #7 1 '4rmrrm
計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

賛 成 52.3 35.1 48.8 29.1 34.9 19,0 33.9 18.4
与哩澱捕』又 31 .5 40,5 34.4 41 .0 41 .2 42.7 40.3 392
雫芝瀞ﾉふ､l 6.3 13.4 7.6 18.3 13,4 22,2 13.9 27.2
反 対 2．4 4．0 2.6 4．5 5.1 7.9 4．5 8.0
分からない 7．5 7.0 6.6 7.1 5.4 81 75 7 1

１５３０１
９１８４７２４１

４１４２９
４１３５５３４１

１９２７０
９２２７８２４１

３Ｆ０ＦＪＯｄｎＪｑ

ｊ庁宝〃ｊｎＵｎＪ，
句Ｊ１詮も１

４２２０１
７８７９８２３１

<注> IILII合五入の関係で､合計は100にならな､
<査料＞経済企画庁｢昭禾1156年版国j入と4k活白雪」

(3)
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城
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た
し
か
し
、

§幸一
洞
、
え
か
争
い
ゴ
ミ

１日
さ
れ
た
ゴ
、
、

５月
が
あ
り
、
ゴ

軒
支
障
を
き
た
し
て

”
ゴ
ミ
集
積
所
は

禾昭
あ
り
ま
せ
ん
。
臼

一
な
ら
は
…
…
と
い

H

…

｡、

ゴ
ミ
の
減
量
と
適
正
な
処
理
、
再
資

源
化
を
目
指
し
て
行
わ
れ
て
い
る
分
別

収
集
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
大
部
分
の
地
域
で
は
円
滑
に
収

集
、
運
搬
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
集
積
所
に
よ
っ
て
は
、
燃

え
な
い
ゴ
ミ
、
資
源
ゴ
ミ
な
ど
の
批
入

さ
れ
た
ゴ
ミ
が
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
、
ゴ
ミ
の
運
搬
と
そ
の
処
理
に

支
障
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。

ゴ
ミ
集
積
所
は
、
ゴ
ミ
拾
て
場
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
家
だ
け
き
れ
い

な
ら
は
…
．
：
と
い
う
考
え
を
捨
て
て
、

自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
も
、
ゴ
ミ
集

積
所
も
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
ル
ー
ル

を
守
っ
て
ゴ
ミ
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ゴ
ミ
は
、
指
定
日
の
当
日
朝
八
時
ま

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
日
曜
・
祝
祭
日
の
ゴ
ミ
収
集
は
休
み

で
す
。

各
地
区
と
も
に
月
二
回
を
原
則
に
二

ト
ン
ダ
ン
プ
車
一
台
で
収
集
運
搬
を
し

て
い
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
・

○
種
類
と
出
し
方

コ
ッ
プ
、
洗
い
お
け
（
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
）
、
洗
面
器
（
ビ
ニ
ー
ル

系
）
、
家
庭
用
洗
剤
容
器
（
ビ
ニ

ー
ル
系
）
、
ポ
ッ
ト
、
オ
モ
チ
ャ

テ
ー
プ
、
ホ
ー
ス
、
雨
合
羽
、
く

燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
蕊

一
》
一
一
一
一
口
一
一
一
一
》
》
一
一
一
一
一
一
一
》
一
一
》
》
一
一
一
一
一
必
一
一
一
一
一
》
一
》
一
田
一
一
一
一
一
一
一
》
》
一
一
一
一
一
一
口
一
一

鍼
鐵
種
類
と
出
し
方

楽
し
か
っ
た
よ

親
子
づ
れ
の
一
日

蒲

迫〆

＆

親
子
で
一
日
を
楽
し
く
遊
ぼ
う
。

５
月
９
日
の
母
の
日
に
、
市
営
野
球

場
で
、
〃
楽
し
く
遊
ぼ
う
み
ん
な
の

広
場
〃
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
楽
し
く
遊
ぼ
う
み

ん
な
の
広
場
実
行
委
員
会
が
開
い
た

も
の
で
、
球
場
の
会
場
に
は
、
あ
そ

び
、
つ
く
る
、
文
化
、
ま
ん
が
、
交

通
安
全
、
自
由
、
そ
し
て
、
み
る
き

く
と
７
つ
の
会
場
が
設
け
ら
れ
、
親

子
づ
れ
約
５
０
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。〃
文
化
の
広
場
″
に
は
、
子
ど
も

押
し
相
撲
が
初
参
加
。
ち
び
っ
子
た ｑ

楽
し
い
昼
食
の
ひ
と
と
き

レ
モ
グ
ラ
た
た
き

‐
ｊ
こ
ぐ
Ｆ

（
》

母
と
子
か
と
も
に
健
や
か
に
生
き
る

た
め
に
、
市
で
は
、
次
の
内
容
で
お
母

さ
ん
と
お
子
さ
ん
の
た
め
の
各
種
事
業

を
行
い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

母
と
子
の
た
め
の
教
室

と
き
・
奇
数
月
の
第
四
月
曜
日

と
こ
ろ
・
市
民
セ
ン
タ
ー

または中央公民館対象者・産後二～三か月のお母さん雨一書年教室Ⅳ

と
き
・
九
月
哉
」
ろ

と
こ
ろ
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象
者
・
未
婚
の
男
女

富

子

Ｊ

ｕ

恥

Ⅱ

Ⅱ

Ｆ

い

一

対

象

毒

や

総

婚

鋤

蹴

撫

麹

奉

壷

誌

診

辞

索
蕊
霊
甕
塞
潅
裁
燕
蝋
灘
蕊
蕊
簿
蕊
蕊
妻
一
：
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一ノ

妊婦教室とき。毎月第一金１第四金曜日ところ・高萩保健所対象者・はじめて妊娠された方

経
産
婦
の
方
で
も
希
望
者
は
可

／

、

保７か月児健康診査とき・毎月第四火曜日

と
こ
ろ
・
市
民
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
中
央
公
民
館

健
だ
よ
り

刊
訓
ソ
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